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しない内に体中が冷 え切ってしまう。一年中

暑 く、また、朝晩頻繁に雨が降るために湿気

が多い気候条件の下で所蔵物 を保存 してい く

ためには止むを得ない策なのだろうが、この

強烈な冷房にはしばしば悩 まされた。

2.八 ミ ル トン ラ イ ブ ラ リー の 特 別 コ レ ク シ

ョン

(1)ハ ワ イ ア ン コ レ ク シ ョン

ハ ミル トン ラ イ ブ ラ リー はハ ワ イ な ら で は

とい え る貴 重 な コ レ ク シ ョン を有 して い る 。

そ の 一 つ 、 「ハ ワ イ ア ン コ レク シ ョ ン」 の コ

ー ナ ー に は
、 ハ ワ イ の 歴 史 、 文 化 、美 術 、 自

然 科 学 な どに 関 す る書 籍 が 約13万3千5百 冊 、

マ イ ク ロ フ ィル ム が 約1万2千 本 、AV資 料 が約

7千5百 本 収 蔵 さ れ て い る 。 コ レ ク シ ョン の 中

心 は19世 紀 か ら20世 紀 に か け て 出 版 さ れ た ハ

ワ イ諸 島 に 関 す る書 籍 で あ る が 、 そ れ ら に加

え て ニ ュ ー ズ レ タ ー 、 私 信 、 日記 、 楽 譜 、 パ

ン フ レ ッ ト類 な どハ ワ イ の 歴 史 や 文 化 を知 る

上 で 貴 重 な資 料 も広 範 囲 に 渡 っ て 収 集 さ れ て

い る 。

1.は じめに

平成14年 度 に在外研究の機会 を得てハワイ

大学マノア校に滞在 した。その折、資料収集

や読書のために足繁 く通った大学図書館 につ

いて、主に、特別コレクシ ョンの内容を中心

として紹介 させていただく。

ハ ワイ大学マノア校の総合 図書館、ハ ミル

トンライブラリーは広大なキャンパスのほぼ

中央 に位置 し、学生や教員の勉学 ・研究の場

として欠かせない役割を担 っている。椰子の

木やバニヤンといった南国特有の木々に囲ま

れて立つ建物は地下1階 、地上5階 建てであ

り(総 面積約27,384㎡)、 約330万 冊の書籍、

590万 本のマイクロフィルム、6万 本のAV関

連資料、3万7千 種類の雑誌(電 子媒体で提供

されるものを含む)、26万 枚の地図や写真類

などを所蔵 している(一 部はキャンパスの西

門付近にあるシンクレアライブラリーに分置

されている)。

八ミル トンライブラリの玄関

八ワイアンコレクションのコーナー

館内に足 を踏み入れてまず気がつ くことは

空調機から吹 きつけて くる強烈な冷風 と、館

内が震え上がるほどまでに冷や されているこ

とである。半袖で入館 しようものなら30分 も



ベル、影 しい数の写真 などが含 まれてお り、

パイナップル産業の歴史や当時の活況ぶ りに

思いを馳せることができる。

(2)パ シ フ イ ック コ レク シ ョン

「パ シ フ ィ ッ ク コ レ ク シ ョ ン」 は メ ラ ネ シ

ァ(ニ ュ ー ギ ニ ァ 島 、 ソ ロ モ ン諸 島 、 フ ィ ジ

ー 諸 島 な ど)
、 ミク ロ ネ シ ア(マ リア ナ 諸 島 、

マ ー シ ャ ル諸 島 な ど)、 ポ リネ シ ア(ハ ワ イ

諸 島 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド、 イ ー ス タ ー 島 、 サ

モ ァ 、 トン ガ な ど)に 関 す る書 籍 、 資 料 を約7

万5千 点 所 蔵 して お り、 世 界 的 に も傑 出 した

コ レ ク シ ョ ン とい わ れ て い る 。創 設 当 初 は ハ

ワイ ア ン コ レ ク シ ョンの一 部 に含 まれ て い た が 、

各 地 域 に対 す る歴 史 学 的 、 文 化 人 類 学 的 関 心

の 高 ま りと共 に収 蔵 物 が 飛 躍 的 に増 加 した こ

とか ら1960年 代 の終 りにハ ワ イ ア ン コ レク シ

ョンか ら独 立 して新 設 され た 。 毎 年 、 約3千 点

の書 籍 や 資 料 が コ レ クシ ョ ンに加 え られ て い る 。

この コー ナ ー の 入 口 か ら室 内 を見 渡 した 時 、

最 初 に 目 を 引 か れ る の は壁 か ら無 造 作 に 吊 り

下 げ られ た マ ス ク な ど の儀 式 用 道 具 類 で あ る 。

展 示 数 は さ ほ ど多 く は な い が 、 一 瞬 、 気 圧 さ

れ る よ うな気 持 ち に捕 らわ れ る 。

儀式に用いられた道具

メラネシア、 ミクロネシア、ポ リネシアか

ら収集 されたコレクションにはこれらの地域

に住む民族が織 り成 してきた豊かな歴史、文

化が反映されている。例えば、コーナーの片

隅には各地域で発行 される全ての新聞が揃え

られているが、それらを見較べ るだけで も、

その中で も秀逸なコレクシ ョンとして高 く

評価 されているものは、大航海の末にハ ワイ

で殺害 された冒険家、 トーマスクック(1728

-1779)の 著作集やハ ワイ諸島における航海

の歴史、航海術などに関す る豊富な書籍、資

料類である。 コーナーの中には帆船の模型 も

展示 されてお り、ハ ワイで育まれてきた海洋

文化の奥深さに触れることがで きる。
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帆 船 の 模 型

また、興味深いコレクシ ョンとしては、サ

トウキビ産業に関するアーカイブを挙げるこ

とがで きるであろう。ハワイではサ トウキビ

産業が19世 紀後半から20世 紀前半にかけて繁

栄 し、ハワイの歴史に大きな影響 をもたらした。

ハ ワイサ トウキビ栽培者協会 はその歴史的重

要性 を認識 し、サ トウキ ビ産業に関わる資料

の散逸を防 ぐために、プランテーシ ョンを訪

ね歩いて資料を収集 し、アーカイブとして保

管 していた。ハワイアンコレクシ ョンでは

1995年 にそれらを譲 り受けて所蔵 している。

プランテーションで過酷な労働を強い られて

いた者の多 くは移民であ り、サ トウキビ産業

の歴史は移民の悲 しい歴史 とも重な り合 う。

このアーカイブにはハワイに巨大な富をもた

らした産業の光 と影が交錯 している。

その他、ユニークなコレクションとして、

20世 紀前半にハワイで隆盛を極めた代表的な

パイナ ップルプランテーシ ョン、 ドールパイ

ナップル社 に関する資料類がある。資料の中

にはドール社にまつわる新聞 ・雑誌記事や年報、

ニューズ レター、ポスター、広告、缶詰のラ



日本人移民の歴史に関する資料(約7千 点)

か らなっている。先 に紹介 したサ トウキビプ

ランテーションのアーカイブとともに日本人

移民の労働史、生活史研究に寄与する貴重な

コレクシ ョンといえよう。

3.お わりに

ハワイ州はその地理的条件故 に、アメリカ

本土の州とは大 きく異なる気候、歴史、文化

的背景 を持っている。ハ ミル トンライブラリ

ーはその特色 を活か したコレクションの充実、

すなわち、地の利 を巧 く特化 させることによ

ってその存在 をアピールしていると感じた。

本稿の大部分は、今年の夏、在外研究先 を

再訪 した際に得た情報を基 にして書いた。在

外研究中は専門分野の書籍や資料に注意を奪

われがちで、他のエリァに足 を向ける余裕が

なかったが、今回、本稿の依頼 を受け、 じっ

くりと館 内を探訪 し、貴重 なコレクシ ョンに

接する機会を持つ ことがで きた。そのことに

深 く感謝申し上げる。

〔2004.10.1言己〕

民族の多様性 を垣間見ることができる。また、

コレクシ ョンの一環 として、これらの地域で

使われている全ての言語の辞書、文法書な ど

が収蔵 されてお り、開架に並べ られたそれ ら

の数 と種類は圧巻である。

文化人類学的に高い学術的価値 を持つメラ

ネシア、ミクロネシア、ポリネシアの多 くは

かつて植民地支配に苦 しめられた暗い歴史を

持ち、また、未だに他国の統治領 となってい

る地域 もある。パシフィックコレクションで

は第二次世界大戦後に発行 された政府機関の

年報、各種調査報告書、法律 関連雑誌、植民

地や独立国に関する統計資料 などを各地域か

ら積極的に収集 している。その中で も、ミク

ロネシアがアメリカの信託統治領であった時

代の政治、法律関連の資料は2千 本余 りのマ

イクロフィルムに収め られ,こ の地域の歴史

的変遷を辿 る上での貴重なアーカイブとして

活用 されている。

(3)ア ジ ア コ レク シ ョ ン

大 学 キ ャ ンパ ス 内 に イ ー ス ト ウエ ス トセ

ン ター とい う研 究機 関が あ る。 ここで はア ジァ ・

太 平 洋 諸 国 と地 域 の 歴 史 、 文 化 、 経 済 、社 会

問 題 な どに 関 す る教 育 、 研 究 が 活 発 に行 わ れ

て い る。 ア ジ ア 諸 国 に 関 す る書 籍 、 資 料 類 を

収 集 した 「ア ジ ア コ レ ク シ ョ ン」 は1970年 ま

で この イ ー ス トー ウ ェ ス トセ ン タ ー に よ っ て

管 理 さ れ て い た が 、 そ の 後 は ハ ミル トン ラ イ

ブ ラ リ ー の 管 轄 下 で 国 内 外 の研 究 者 の ニ ー ズ

に耐 え う る コ レ ク シ ョン の 充 実 化 が 図 られ て

い る。

東 ア ジ ァ 、 東 南 ア ジ ァ 、南 ア ジ ァ の諸 国 ・

地 域 に渡 っ て収 集 さ れ て い る コ レ ク シ ョ ン の

中 で も 日本 に 関 す る もの は 質 、 量 と もに 充 実

して い る 。 日本 の コ レ ク シ ョン の 中 に は 収 集

者 の名 を冠 した 「サ カマ キ コ レクシ ョン」 と 「カ

ジ ヤ マ コ レ ク シ ョン」 と い う二 つ の 特 別 コ レ

ク シ ョン が あ る 。 前 者 は琉 球 王 国 に 関 す る資

料(約2千 点)で あ り、 ハ ワ イ と琉 球 王 国 と

の 問 で な され て い た 交 流 の 歴 史 に つ い て 詳 細

な資 料 が 多 数 収 集 さ れ て い る。 ま た 、 後 者 は
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